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昔
むかし

、メキシコとアメリカの戦
せん

争
そう

中
ちゅう

に、 ヘ

スス・マンリケスさんという軍
ぐん

人
じん

が、家
か

族
ぞく

と

メキシコのバハカリフォルニアに住
す

んでいま

した。とてもやさしくて、勇
ゆう

気
き

のある男
おとこ

の人
ひと

でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1866年
ねん

、バハカリフォルニアで軍
ぐん

隊
たい

のリーダ

ーが変
か

わって、ペドロ・ナバレッテさんが新
あたら

しいリーダーになりました。とてもきびしい

人
ひと

で、前
まえ

のリーダーの部
ぶ

下
か

をスパイだと言
い

っ

て、ろうやに入
い

れました。 

 

マンリケスさんも前
まえ

のリーダーの部
ぶ

下
か

でした

から、ろうやに入
い

れられました。マンリケス

さんの家
か

族
ぞく

はとても心
しん

配
ぱい

しました。 

 

マンリケスさんのおくさんは女
おんな

の人
ひと

ですから

危
あぶ

ないので、ろうやに会
あ

いに行
い

けませんでし

た。代
か

わりに、働
はたら

いていないむすこを行
い

かせ

ました。 

 



 

マンリケスさんの子
こ

どもは、男
おとこ

の子
こ

が一人
ひ と り

と

女
おんな

の子
こ

が二人
ふ た り

でした。男
おとこ

の子
こ

はホセリーノ

君
くん

といいました。 

ホセリーノ君
くん

は、お父
とう

さんを守
まも

るとお母
かあ

さん

に約
やく

束
そく

しました。マンリケスさんのように、

ホセリーノ君
くん

もやさしくて勇
ゆう

気
き

がある子
こ

ども

でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 



ろうやを守
まも

っていた人
ひと

はサンデスさんと言
い

い

ました。 

 

サンデスさんは、ホセリーノ君
くん

がマンリケス

さんにご飯
はん

を食
た

べさせたり、話
はな

したりするの

を見
み

て、かわいそうだと思
おも

いました。 

だから、ホセリーノ君
くん

がお父
とう

さんのそばにい

ることを許
ゆる

していました。 

 

ある日
ひ

、サンデスさんの部
ぶ

下
か

が来
き

て、サンデ

スさんに何
なに

かを言
い

いました。 

 

サンデスさんはホセリーノ君
くん

に言
い

いました。 

「お父
とう

さんにさようならを言
い

え。ここに戻
もど

っ

て来
く

るな」 



ホセリーノ君
くん

はびっくりしました。 

サンデスさんは言
い

いました。 

「ペドロから命
めい

令
れい

があった。マンリケスを殺
ころ

さなければならない。足
あし

をロープで馬
うま

にしば

って、死
し

ぬまで体
からだ

をひっぱるんだ。子
こ

どもは

見
み

てはいけない。行
い

け！」 

 

 

 
 

 



ホセリーノ君
くん

は泣
な

きながら言
い

いました。 

「お父
とう

さんを助
たす

けてください。」 

サンデスさんは言
い

いました。 

「私
わたし

は何
なに

もできない。ペドロは私
わたし

にマンリ

ケスを殺
ころ

せと言
い

った」 

 

ホセリーノ君
くん

は、サンデスさんが命
めい

令
れい

を聞
き

か

なければならないということが分
わ

かりまし

た。そして、言
い

いました。 

「ぼくはホセリーノ・マンリケスです。ぼく

もマンリケスです。お父
とう

さんの代
か

わりにぼく

を殺
ころ

してください」 

 

 



サンデスさんは、しばらく何
なに

も言
い

いませんで

した。 

＜この子
こ

は家
か

族
ぞく

を守
まも

りたい。父
ちち

親
おや

が死
し

んだ

ら、ほかの軍
ぐん

人
じん

は家
か

族
ぞく

に悪
わる

いことをするかも

しれない。父
ちち

親
おや

が生
い

きていたら家
か

族
ぞく

を守
まも

るこ

とができるだろう＞と思
おも

いました。 

 

サンデスさんは部
ぶ

下
か

に命
めい

令
れい

をして、馬
うま

の準
じゅん

備
び

をさせました。馬
うま

はホセリーノ君
くん

の体
からだ

をひっ

ぱり始
はじ

めました。 



 

マンリケスさんは、自
じ

由
ゆう

になりましたが、そ

れを見
み

なければなりませんでした。ひどいも

のでした。 

 

一
いち

時
じ

間
かん

後
ご

、ホセリーノ君
くん

は死
し

んでしまいまし

た。 



マンリケスさんと家
か

族
ぞく

は泣
な

いて、ホセリーノ

君
くん

の体
からだ

があった所
ところ

に小
ちい

さい教
きょう

会
かい

をたてまし

た。 

今
いま

も、その小
ちい

さい教
きょう

会
かい

はバハカリフォルニア

のラパスにあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



この勇
ゆう

気
き

のある子
こ

どもの話
はなし

は有
ゆう

名
めい

で、ラ・ア

ニミタとよばれています。 

ラ・アニミタは小
ちい

さい幽
ゆう

霊
れい

という意
い

味
み

です。 

子
こ

どもが病
びょう

気
き

になった時
とき

や、子
こ

どもがいなく

なった時
とき

、人
ひと

はそこに行
い

って、ラ・アニミタ

に助
たす

けてくれるように祈
いの

ります。 

祈
いの

っていると、時
とき

々
どき

ラ・アニミタの姿
すがた

が見
み

え

ると言
い

われています。（671語
ご

） 

 

 

 


